
The EOC (Emergency operation Center)

あなたの基礎知識に加え、思考力、判断力、行動力、表現力が問われる！

災害現場と本社のコントロールタワーである災害対策本部（EOC）

DMTCの研究成果であるEOCの「型」を学び実装するプログラム

あなたの町の災害対策本部(EOC)は、実装できているでしょうか？

⚫開催日：2024年3月2日(土)

⚫時 間：10時00分から17時30分

⚫場 所：釧路市生涯学習センター まなぼっと ７F

⚫対象者：強靭な街づくりを志向する企業・行政の危機管理担当部署等

地域防災に協力している個人・団体・より良い未来を志向する若者など

⚫定 員：40名 (定員になり次第締め切り)

⚫参加費：無料

⚫お申込み ： (0154)41-5335

kenkao.siro@gmail.com

お申込QRコード →

at Kushiro (釧路市) 重複ハザード想定訓練極寒+
地震+津波+土砂崩れ

⚫研修内容

Mission 1: 過去のEOCの運営の教訓を学ぶ（自治体の失敗を含む)

Mission 2: EOCの運営業務を標準化する

Mission 3: EOCのマネジメントを体験する

⚫持ち物：筆記用具※汚れても良く、動きやすい服装でご参加ください。

⚫主催：一般社団法人 災害対策トレーニングセンター支援会(DMTC-SA)

⚫共催：東京大学生産技術研究所附属災害対策トレーニングセンター(DMTC)

⚫協力 : 釧路総合振興局 株式会社クエストコンピュータ 釧路ドローンスクール 一般社団法人エシカルプラス

⚫後援 : 釧路市・ 北海道新聞社・釧路新聞社

⚫協賛 : なのはな整骨院・訪問美容ふらっと

⚫問い合わせ先：一般社団法人エシカルプラス（事務局）

東京大学生産技術研究所附属災害対策トレーニングセンター

mailto:kenkao.siro@gmail.com


【研修内容】

Mission 1: 過去のEOCの運営の教訓を学ぶ
•過去の大規模災害から災害対策本部運営の実態とは？

•知っておきたい災害対策本部運営業務に関連する他の災害対応業務とは？

•災害対策本部運営とBCP。

Mission 2: EOCの運営業務を標準化する
• BOSSシステムによる災害対策本部運営業務の標準化。

• ICSを参考にした災害対策本部運営の役割分担表の作成。

• GISシステム活用による被災状況の把握及び災害対策本部と被災事業所の情報。

• VRを活用した災害対策本部のレイアウトの設計。

Mission 3: EOCのマネジメントを体験する
•複合ハザードによる大規模災害に備える図上訓練を実施。自治体と地区本部と被災地を想定。

•実践的な対応力を高めるため、事前にシナリオを知らせないブラインド方式で実施予定。

•参加者は自治体職員や被災企業職員や被災地住民となり、想定の情報に対し、人命救助を

最 優先とした対応を即座に判断し、様々なIOTを活用しながら災害対策本部運営に当たる。

•災害対策本部事務局を設置、情報班や対策班といった５つの班ごとに対応。

•伝達された被害状況を分析して対応するとともに、関係機関と連携して迅速な救助隊派遣や

避難者支援、物資搬送の手配などを行う。

【午前講義】 釧路総合振興局危機対策室（北海道）

王子コンテナー株式会社釧路

釧路ドローンスクール

東京大学生産技術研究所附属災害対策トレーニングセンター
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